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●事業者や他地域などとの連携
により再エネ導入量が増え、エ
ネルギーの地産地消と温室効果
ガスの削減が進んでいる●森林資源の整備により、CO2

吸収が進むとともに、生態系が
保全されている
●農地の集積が進み、環境に優
しい農業を営んでいる

●身近な生活環境や自然環境
を大切にし、きれいで快適な
まちが保たれている

●脱炭素型のライフスタイル
が市民に定着している
●幅広い世代が日常の環境問
題を意識している

●ごみの資源化・減量化が進み、
循環型社会が実現している
●ごみの適正処理が遵守され、美
しいまちが保たれている

自然の恵みをみんなでつなぐ
持続可能なまち　いせはら

暮らしの基盤となる生活環境が保全され、エネ
ルギーと資源が有効に活用されることで、気候変

動の影響が最小限に抑えられた、豊かな自然と共
生する快適な生活ができるまちを目指します。

目指すべき環境像を実現するために、計画で取
り組むべき5つの分野（カーボンニュートラルの推
進、循環型社会の構築、快適な生活環境の保全、

豊かな自然環境との共生、次世代を担う人づくり）
を｢大目標｣として位置付けました。

ゼロカーボン・ドライブの普及促進
に係る四者協定を締結（5月23日）　
　伊勢原市と株式会社横浜銀行、
ENEOS株式会社、浜銀ファイナン
ス株式会社が連携し、ゼロカーボ
ン・ドライブの推進やEVの普及促
進などにより温室効果ガスの削減と
災害に強いまちの実現を図ります。
主な連携事項
◆EVカーシェアリングの普及促進
◆ゼロカーボン・ドライブの推進

◆災害時のEV活用
◆脱炭素型ライフスタイルへの行動
変容を促す取り組み

脱炭素社会の実現に関する連携協定
を締結（5月24日）
　伊勢原市と東京電力パワーグリッ
ド株式会社が連携し、再生可能エネ
ルギーなどの利活用や脱炭素化に向
けたエネルギーの転換（電化）を推進
します。これにより、脱炭素社会の
実現と地域循環共生圏の形成に取り
組みます。
主な連携事項
◆脱炭素型まちづくりに向けた電化

などのエネルギー転換
◆脱炭素型ライフスタイルへの行動
変容を促す取り組み

未来の自然を守るために、未来の自然を守るために、
今取り組もう今取り組もう

平成16（2004）年4月に環境保全などの施策を総合的･計画的に進めるため、伊勢
原市環境基本計画を策定しました。以来、取り巻く環境や社会の変化に合わせ、
計画を見直し、取り組んできました。

そして、3月に令和5年度～14年度までの10年間を計画期間とする、第3次伊勢
原市環境基本計画を策定しました。今号では、その計画の概要と重点的に取り
組むカーボンニュートラル＊（脱炭素社会）の実現に向けた内容を紹介します。
＊2050年におけるCO2排出量を実質ゼロにすること

環境対策課 94-4737

第3次伊勢原市環境基本計画を策定しました第3次伊勢原市環境基本計画を策定しました

目指す環境像

民間企業の活力も取り入れています民間企業の活力も取り入れています
取り組む5つの分野と目標

計画の大目標 主な取組内容
カーボンニュートラルの推進カーボンニュートラルの推進
（重点取組）（重点取組）

◆EV（電気自動車）カーシェアリングなどによる電動車の利用促進◆事業所や住宅の太陽光発電設備の設置促進 
◆病害虫・熱中症・災害予防および応急対策の実施

循環型社会の構築循環型社会の構築 ◆ごみの減量化を推進する人材の育成◆3R（リユース・リデュース・リサイクル）ライフスタイルの促進◆草木類
や木質系粗大ごみの資源化事業の更なる促進

快適な生活環境の保全快適な生活環境の保全 ◆事業所などへ公害に関する規制遵守の指導◆合併処理浄化槽設置補助金制度の運用◆大規模開発に伴う新たな
公園の整備◆公共交通の維持・充実

豊かな自然環境との共生豊かな自然環境との共生 ◆森林整備の推進◆交付金の活用などによる農業者の支援◆環境学習などを通じた啓発事業の実施

次世代を担う人づくり次世代を担う人づくり
（各目標に共通）（各目標に共通）

◆環境学習指導員派遣制度の活用◆環境学習会◆環境展やストップ温暖化展の開催◆COOL CHOICE普及啓発事
業の実施◆環境保全に関する市民活動の促進・支援

次世代に恵み豊かな自然を引き継ぐため、今
の世代を生きる私たちが地球温暖化の問題に向
き合っていく必要があります。本市では、令和3

（2021）年にゼロカーボンシティいせはらを表明し
ました。計画では｢カーボンニュートラルの推進｣
を重点取組事項として位置付け、再生可能エネル
ギーの普及促進に取り組むとともに、気候変動に
適応していくための施策を行っていきます。

また、CO2排出削減目標として、令和12（2030）
年には平成25（2013）年比で46％削減することとし
ています。

※CO2吸収量を考慮し、CO2削減率を算出
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平成25（2013）年比

46％削減

令和元（2019）年 令和12（2030）年 令和32（2050）年

（千tCO2）

（千tCO2）

CO2吸収量
（森林吸収）

外部環境の変化も含む（電力
会社の排出係数の変化や省
エネ法の遵守によって約200
千tCO2削減）

10.8 10.4 7.6

カーボンニュートラルの実現に向けてカーボンニュートラルの実現に向けて

再生可能エネルギーなどの利用促
進と徹底した省エネルギーが必要で
す。地球温暖化を自分事として捉
え、省エネに配慮し、電気やガスを
使いすぎないようにしましょう。
日常生活で実践してみましょう

電気やガスの使用を抑えること
で、地球温暖化対策と節約にもなる
実践例を紹介します※（　）内は1年
間で節約できる金額の目安
◆テレビの明るさを下げる（840円）
◆冷蔵庫にものを詰め込み過ぎない
ようにする（1360円）
◆ガスコンロの炎が鍋底からはみ出
さないようにする（430円）
◆夏場の空調は28度を目安に設定す
る（940円）
※金額の算出根拠は、経済産業省資
源エネルギー庁の
ホームページを参
考にしています。
詳しくは右のQR
コードからご確認
ください

みどりのカーテン
窓辺や壁面にネットを張り、アサ

ガオやゴーヤなどのつる性植物をは
わせることで暑さを和らげ、エアコ
ンの使用を控える取り組みです。

日差しをさえぎり、冷房にかかる
電力消費量の減少が期待できるた
め、CO2排出量の削減にもつなが
ります。

太陽光による再生可能エネルギーの
利用

再生可能エネルギー電気はCO2が
発生しません。電気代が上がってい
る今、太陽光発電を上手に使うチャ
ンスです。

自宅や事業所に導入するには、自

身で発電施設などを設置・管理する
ほか、次のような方法があります。
太陽光で0円ソーラー

事業者が初期費用を負担して、住
宅に太陽光発電を設置します。発電
した電力を別の住宅所有者などへ販
売することで、初期費用を回収する
ため、設置した人は初期費用がかか
りません。詳しくは県ホームペー
ジ、または問い合わせ先にご連絡く
ださい。

問県エネルギー課 045-210-4115

太陽光・蓄電池の共同購入｢みん
なのおうちに太陽光｣

お得に購入できる共同購入の参加
者を募集しています。一括して発注
することで、通常よりも安い費用で
購入できる仕組みです。詳しくは、
問い合わせ先にご連絡ください。
参加登録期間　8月31日まで
問かながわ みんなのおうちに太陽
光キャンペーン事務局

0120-216-100（平 日 の 午 前10時 ～
午後6時）

できることから始めよう、地球温暖化対策できることから始めよう、地球温暖化対策

0円ソーラー事業者

発電された電気
のうち使用した
分の電気料金の
支払い

余剰電力
を売電

電力会社住宅所有者

太陽光発電
を設置（概
ね10年で無
償譲渡） 自治体

参加者 販売施工事業者

再生可能エネルギーの普及促進
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ZEHとは、Net Zero Energy House 
（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウ
ス）の略称で「省エネ」と「創エネ」に
より、年間で使うエネルギー量と創
るエネルギー量の差し引きが、概ね
0以下となる住宅のことです。

高性能の省エネ機器と太陽光発電
設備などにより、快適で健康な住環
境だけでなく、光熱費もお得になり

ます。市ではこれに対し、導入費用
を補助しています。
対　　象　ZEH住宅を新築・購入・
改築し、国または県からZEH住宅
の導入補助金の交付決定を受けた人
補 助 額　10万円
申請期間　令和6年3月15日まで（令
和5年2月16日～令和6年2月15日に設
置が完了した人）

ZEH（ゼッチ）住宅の導入費用を補助ZEH（ゼッチ）住宅の導入費用を補助

使う 減らす 創る エネルギー
収支

消費 省エネ 創エネ
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省エネ型製品
情報サイト


